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０
０
人
未
満
が
44
％
、
オ
フ

ィ
ス
面
積
２
０
０
坪
未
満
が

56
％
の
割
合
を
占
め
、
中
小

企
業
や
中
小
規
模
ビ
ル
に
入

居
す
る
企
業
が
一
定
程
度
存

在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
関
心
度
で

グ
ル
ー
プ
間
で
差
が
つ
い
た

の
は
、
「
省
エ
ネ
・
環
境
」

「
災
害
」
「
空
気
環
境
」

「
維
持
管
理
」
の

項
目
だ
っ
た
が
、

今
後
こ
の
差
は
埋

ま
っ
て
い
く
と
予

想
さ
れ
る
。

持
続
可
能
な
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
は
、
一
過
性
の
ト
レ
ン
ド

を
超
え
た
動
き
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
働
く
場
所
の

快
適
性
、
安
全
性
を
求
め
る

声
と
環
境
や
社
会
へ
の
配
慮

が
一
致
す
る
た
め
だ
。
こ
う

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

は
、
未
来
の
オ
フ
ィ
ス
の
動

向
や
傾
向
を
理
解
す
る
う
え

で
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。

ビ
ル
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
施
策
は
「
適
正

な
日
常
の
修
繕
や
清
掃
、
衛

生
管
理
」
「
非
常
用
発
電
設

備
」
な
ど
衛
生
管
理
や
災
害

が
目
的
の
項
目
が
上
位
を
占

め
る
。

テ
ナ
ン
ト
企
業
の
従
業
員

か
ら
の
要
望
が
多
い
設
備
、

仕
様
は
「
ウ
ェ
ブ
会
議
用
の

個
室
、
ス
ペ
ー
ス
、
会
議

室
」
の
回
答
が
１
４
０
と
、

２
位
の
「
ト
イ
レ
」
（
衛
生

状
態
・
利
用
状
況
・
数
）
の

28
を
大
き
く
上
回
る
。

当
共
同
研
究
で
は
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
へ
の
関
心
度
に
応
じ
て
３

つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
分

析
も
行
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
最
も
関
心
の
高

い
グ
ル
ー
プ
の
属
性
は
大
企

業
に
限
ら
ず
、
従
業
員
数
１

関
係
す
る
も
の
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

入
居
す
る
際
に
テ
ナ
ン
ト

企
業
が
求
め
る
項
目
は
執
務

ス
ペ
ー
ス
と
そ
の
他
共
用
部

・
ビ
ル
全
体
で
は
「
快
適
な

温
度
・
湿
度
、
空
気
環
境
が

保
た
れ
て
い
る
こ
と
」
「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
性
能
が
高
い
こ

と
」
が
上
位
で
、
同
様
の
傾

向
が
見
ら
れ
た
。

ト
イ
レ
・
給
湯
室
に
関
し

て
は
、
「
健
康
や
衛
生
に
配

慮
し
て
い
る
こ
と
」
「
維
持

管
理
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

こ
と
」
が
最
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。
入
居
時
に
オ
フ
ィ
ス

運
営
も
変
革
の
波
に
乗
り
、

持
続
可
能
性
を
追
求
す
る
方

向
に
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。

ザ
イ
マ
ッ
ク
ス
不
動
産
総

合
研
究
所
と
早
稲
田
大
学

は
、
テ
ナ
ン
ト
企
業
の
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
設
備
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
含
む
共
同

研
究
を
実
施
。
東
京
、
神
奈

川
、
埼
玉
、
千
葉
を
主
な
調

査
地
域
に
有
効
回
答
企
業
数

は
５
５
５
件
、
選
択
肢
は
国

土
交
通
省
主
導
で
開
発
さ
れ

た
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
建
築
環

境
総
合
性
能
評
価
シ
ス
テ

ム
）
と
い
う
評
価
認
証
の
項

目
か
ら
ビ
ル
利
用
者
に
深
く

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
重

視
が
高
ま
り
企
業
の
持
続
可

能
性
へ
の
取
り
組
み
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
背
景

に
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
設
計
や

持
続
可
能
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
へ
テ
ナ
ン
ト
の
要
望

ボ
ル
テ
ッ
ク
ス

安
田

憲
治

◇
や
す
だ
・
け
ん
じ

一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
。
大
手
総
合
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
企
業
で
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
経
営
戦
略
へ
の
反
映
に
取
り
組
む
。
現
在
、

株
式
会
社
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
に
て
、
社
内
デ
ー
タ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
携
わ
る
。
多
摩
大
学
社
会
的
投
資
研
究
所
研
究
員
。
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